
大学の視聴覚施設めぐり

金木犀の香る晩秋の11月 9日､筆者は大阪府狭

山市金剛にある帝塚山学院大学の視聴覚施設を視

察する機会を得た｡そこで､ここにその報告 と筆

者の感想を述べてみたいと思います｡

帝塚山学院大学の視聴覚センター (以下AVセ

ンター)は､初代室長がNHK放送研究所の出身

であったことから､現在では極めて入手 し難いと

されるNHKの放送番組シリーズの録音､録画ソ

フ トを豊富にそろえている｡

このAVセ ンターを利用する場合､AVセ ン

ター内に袋物の持ち込みは禁止されているので､

不要な荷物は展示ホールに設置 されているロッ

カーに入れる｡ AVセンター内での飲食はすべて

禁止されている｡学生はAVセンターの受付で自

分の図書閲覧証を提出して､使用目的に合わせた

タグ (座席指定札)を受け取 り､指定されたキャ

レルで視聴する｡各種の資料はキャレルのまわり

の棚に並んでおり､自由に取 り出して利用するこ

とができる｡また自分が必要とする資料がどこに

あるかを知 りたいときは､AVプラザにある ｢資

料 目録カー ド｣で調べる｡キャレルを使用 した学

生は､必ず電源を切って元通 りに整頓 してから視

聴 した資料およびタグをカウンターに返 し図書閲

覧票を受け取る｡

帝塚 山学 院大学 の A V施 設 に は多 目的室

(Multiple-PurposeRoom)､グループラボ､タイ

ピングルーム､パソコン演習室､個別キャレルな

どがある｡多 目的室は約100名まで収容可能であ

る｡ここでは､講義を行ったり､スライ ド､レー

ザーディスク､ビデオなどを視聴することができ

る｡このような教室は2部屋あるが､とりわけ印

象的だったことは､教卓の横 にあるコン トロー

ル ･デスクのボタンを押すだけで両側のカーテン

が一斉に開閉できること､さらに､ビデオ視聴時

に学生がメモを取るためにダウン ･ライ トが設置

されていることであった｡このようなことは､ し

ば しば小 さなこととして見過 ごされがちである

水野 光晴

が､授業の効率を考えるならば､教師の側におい

ても､学生の側においても看過されるべ きことで

はない｡

グループラボでは､10人程度のグループでスラ

イ ド､レーザーディスク､ビデオ､CDなどを視

聴 したり､視聴覚作品を製作 したりするのに利用

される｡

タイピング ･ルームは､タイプライティング練

習のための教室で､タイプを受講 した学生､及び

現在受講中の学生に利用が制約されている｡

パソコン演習は､コンピューター操作 を演習授

業で指導するための教室で､20台のパソコンの表

示画面を一つ一つ教卓の受像機でチェックできる

ばか りでなく､教師が学生の行動を展望できるよ

うにとの配慮から､演習用のパ ソコンの高 さは

140cm以下にしてあるとのことであった｡

さらに､個別キャレルにはビデオ(β､Uマチ ッ
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ク)､レーザーディスク､カセット､CD､日本

語ワープロなどのキャレルが用意されている｡C

Dのキャレルには､カセットデッキも併設されて

いて､クラシックオペラなどの音楽鑑賞用として､

オーディオのキャレルがある｡また､ビデオやレー

ザー ･ディスクは2ヶ国語の映画を見ながら英会

話の勉強をすることもできる｡これらの各キャレ

ルは､パソコン演習室のように､キャレルの利用

者を何処からで も監視できるようにとの配慮か

ら､キャレルの遮蔽壁は､140cmまでにしたとの

ことであった｡

帝塚山学院大学のAVセンター所轄の機材を列

挙すれば次のようになる｡すなわち､

Uマチックビデオ､VHSビデオ､

ベータービデオ､OHC(オーバーヘ ッドカメラ)､

オーディオテープ､スライ ド､レコード､16ミリ

映画､OHP(オーバープロジェクター)､

LV (レーザーヴューア-)､

CD (コンパクトディスク)等々である｡

最後に､この大学にあるソフ ト･メディアのリ

ス トをコピーしていただけないものかと筆者が遠

藤氏にお願いすると､別れ際に厚みにして7cmに

も及ぶソフト･メディアの詳細な資料を手渡され

た｡そこで､主任の遠藤氏と助手の石森氏には幾

重にも感謝の辞を交わし､夕闇迫る校門を後に別

れを告げ､錦織 りなす紅葉の坂を一人歩いて下っ

た｡
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